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神戸開港と中央区のあゆみ
～旧居留地115番地で学ぼう！～

姫路獨協大学副学長・神戸深江生活文化史料館副館長

道谷 卓
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講師紹介

1964（昭和39）年、神戸市東灘区御影生まれ。

現在、姫路獨協大学副学長・人間社会学群現代

法律学類（法学部）教授。専門は刑事訴訟法で、

研究テーマは公訴時効制度。

そのかたわら、神戸深江生活文化史料館副館長

として、神戸の歴史の研究・普及活動を行って

いる。これまで神戸の郷土史に関する書籍を多

数執筆しており、中央区に関する書籍としては

「神戸歴史トリップ！」や中央区制40周年記念

冊子「中央区のあゆみ」などを執筆。

道谷 卓
みちたに たかし
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はじめに―神戸市中央区概観―

・中央区→1980（昭和55）年12月1日、旧葺合区と旧生田区が合併して誕生！

（都心のドーナツ化現象による人口減少で、政令指定都市としてははじめて、合区

による新しい区を発足させる）。

・神戸市九区の中央部分に位置する区、古来、摂津国に属していた。

・六甲山地と大阪湾に挟まれた傾斜地に東西約５㎞、南北約９㎞を擁した区域。

・北は六甲の山々を隔てて北区と、東は灘区と、西は兵庫区と接する。

・神戸港の大部分は中央区、神戸初の人工島・ポートアイランドが堂々と浮かぶ！
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 ・昭和時代後期から平成のはじめ、大都市のドーナツ化現象による都心部の過

疎化で、約11万5000人まで減少する（全盛期は1960年＜昭和35年の17万

8000人＞）。

 →近年の都心回帰により、合区40年の2020（令和2）年には14万3000人に回復。

 ・昼間人口は定住人口の倍以上にあたる約30万人→中央区は行政、経済の中枢

を担う街として機能。
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 ・中央区：葺合区と生田区が合併→旧生田川（現フラワーロード）が区境。

 ＊葺合＝摂津国菟原郡 ＜旧生田川＞ 生田＝摂津国八部郡

 ［律令体制下の中央区］

 ＜摂津国＞

 〔八部郡〕 〔菟原郡〕

 生 ┃ 布 天 住 賀 ┃夙

 宇 神 田 生┃ 敷 津 城 覚 吉 佐 美 葦 ┃

 治 戸 郷 田┃ 郷 守 郷 美 郷 才 郷 原 ┃川

 郷 郷 川┃ 郷 郷 郷 郷 ┃

 ┃ ┃

 ＊ 布敷郷（旧葺合区一帯）

 生田郷（のちの生田村・生田宮村あたり）

 神戸郷（のちの神戸村から城ケ口あたり）

 宇治郷（今の宇治川、宇治野山などに地名を残す旧生田区西部）
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 ・中央区発足＝歴史的に由緒ある葺合、生田の名が消滅。

 ⇒現在では、警察署、学校などの名称に残る。

 葺合、生田時代の残照を残しつつも、中央区は統合された一つの区として

飛躍！

・1995（平成7）年1月17日午前5時46分、阪神・淡路大震災 発生

 →震度７の激震地を区内に持つ中央区は多くの被害を出す。

 ・中央区誕生40年（2020年）や、中央区役所新庁舎移転（2022年）を機会に、

 街の歴史を振り返り、中央区の現実を把握し、今後の中央区のまちづくりの

 一つの指針として過去を見つめ直すことが必要になる。
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（１）明治時代・新政府の体制の下で
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 ①神戸開港とその影響

 ・1867年 ５月（慶応３） 兵庫開港の勅許

 10月14日 徳川慶喜、大政奉還

 12月７日（1868年1月1日）神戸開港

 海軍操練所の地を開港場とし、ビードロの家と呼ば

れた運上所（税関）の建物を舞台に神戸港の開港式挙行。

 12月９日 王政復古の大号令➡江戸幕府滅亡

 ・1868年 １月11日 神戸事件

 三宮神社前の西国街道でおこる、西宮警備に向う備前

藩の行列に外国人（英か仏？）が横切り、藩士滝善三

郎正信に切られる

➡明治政府は勅使東久世通禧を派遣し収拾(滝は兵庫永福寺で切腹、家老日

置帯刀が謹慎)⇒「史蹟 神戸事件発生地」の碑（三宮神社境内）



 ・外国人居留地(神戸旧外国人居留地)の建設

 伊藤博文のもとイギリス人ハートの設計、

 東町・伊藤町・江戸町・京町・浪花町・播磨町・明石町・西町・海岸通

 居留地１５番館が現存（国の重要文化財）、ストリートの感覚、東遊園地

 ＊居留地に住む外国人たちの多くは小馬（ポニー）を飼っており、競馬クラ

 ブを作り、1868年のクリスマスの日に、居留地の北東部の砂道で、神戸

 ではじめての競馬を開催。その後、クラブは神戸に競馬場を設置、生田神

 社の東側に（東門街）、広さ六千坪の土地を入手し、1200ヤード（約109

 2㍍）のコースを造る（神戸は西日本の競馬場発祥の地）。

 ・北野町の異人館

 生田川～宇治川までの間で雑居地、明治20年代に異人館が建ち並ぶ

 ・南京町
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 ②明治維新と兵庫県・神戸市の誕生―明治維新と中央区―

 ＊兵庫県の誕生
  1867.12.9王政復古の大号令（幕府滅亡） 

    ↓         1868.1.22 1868.2.2  1868.5.23(9月に県庁が地裁の地) 

旧天領・・・〔明治政府へ〕→兵庫鎮台→兵庫裁判所→兵庫県───── ┐            

              （切戸町）      初代知事        │            

                         伊藤博文        │            

                         （摂四郡播八郡  │ 1871.11    

                         管轄兵庫県知事）├兵庫県     

         1869  1871.7                  ・│ ↑ 県令      

尼崎藩─────────→尼崎県────────────────→┘ │ 神田孝平 

         版  廃                    ・ │         

三田藩───── 籍──藩 →三田県──────────────→・ │         

         奉  置                                           │         

明石藩──────還──県 →明石県──┐                           │         

                    ↓                           │         

               飾磨県 ────────────────┤         

               豊岡県 ────────────────┤ 1876.8  

               名東県 ────────────────┘         



 ＊神戸市の誕生

10

                         │          │   神戸町      │                      

                         │   坂   │  ┌────┐   │                      

        兵庫津   │   本   │  │  二   │   │                      

          地方 │   村   │    ツ  神   │                      

          北浜 │          │  走 茶        │                      

          南浜 │     │   │  水 屋  戸   │                      

                 ────┴── ┼─ ┴──────── ┴─                     

            旧湊川  │ 宇治川      旧生田川                  

                                └─── 明治政府は空白地区に兵庫県庁・湊川神社 

                     神戸駅などを設置 

・1878年７月 郡区町村編制法 兵庫県を１区３３郡に
・1879年１月８日 神戸区…兵庫津＋坂本村＋神戸町（人口３万５千人）

相生町１に区役所
・1888年４月17日 市制町村制公布
・1889年４月１日 神戸市誕生…荒田村＋神戸区＋葺合村（人口１３万５千人）

区役所を市役所に、初代市長に鳴滝幸恭、６月21日に開庁



（２）明治時代の産業・交通・教育

 ①交通

 ＊国鉄（ＪＲ）

 ・1874年５月11日 神戸～大阪間に日本で二番目の鉄道が開通

 神戸－三ノ宮－住吉－西ノ宮－神崎－大阪の６駅（住吉・神崎は６月１日）

三ノ宮駅は開業当時、現在の元町駅あたり

 神戸・大阪間を６６分で結ぶ、相生橋…「川がないのに、橋がある」

 ・1888年 山陽鉄道開業（兵庫駅起点）－翌年神戸駅に接続－

 ・1889年 二代目神戸駅完成（現在の駅舎と旧湊川貨物駅－現ハーバーランド）

東海道本線全通（新橋～神戸）

 ・1906年 山陽鉄道国有化＝神戸駅が東海道本線の終点・山陽本線の起点

 ＝「０㌔ポスト」

 ・1934年 三代目神戸駅完成（高架駅のさきがけ、貴賓室を持つ）
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 ＊阪神

 ・1905年 三宮（滝道）～出入橋間で開通

 ・1933年 岩屋～三宮が地下に

 ・1936年 元町まで延長

 ＊阪急

 ・1920年 上筒井～大阪間で開通

 ＊市電（街電）

 ・1910年 春日野道～兵庫間

 ・1918年 市営化
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 ②産業

 ＊生田川と湊川の付替え

 ・生田川

 1871年から４年かがり、加納宗七による、加納町

 ・湊川

 1896年から５年かがり、湊川堤防決壊による大洪水をきっかけに、

 新開地の誕生…「ええとこ ええとこ 聚楽館」
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 ＊産業の発展

 ・1886年 川崎正蔵が川崎造船所を設立（東川崎町）

 ・1904年 小林製鋼所設立（神戸製鋼所の前身）

 ・1887年 鈴木商店設立

 鈴木岩治郎が創業未亡人・鈴木よねの代に、番頭・金子直吉の

天才的手腕で三井三菱をしのぐ商事会社に（本社・現在の神戸

中央郵便局南西側）。関東大震災後の、1927年金融恐慌で

台湾銀行からの不良貸付が発覚し倒産）

 ＊明治時代の神戸港の発展

 ・1884年、民間会社により、桟橋・倉庫がつくられる

 ・1886年、ノルマントン号事件

 ・1906～1922年、第一期修築工事・新港１～４（西）突堤完成

 ・1908年、最初のブラジル移民船（笠戸丸）出港
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 ③教育

 ・1872年 学制公布→全国に小学校設立

 ・1873年 熊内小学校（現、雲中小学校）、

 相生小学校（現、湊川多聞小学校）設立
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（３）大正時代

・1913年、第一次護憲運動による大正政変で第三次桂太郎内閣総辞職

 ⇒桂支持の代議士・小寺謙吉の邸宅（今の相楽園）を群衆が襲う

 ・1914年～18年、第一次世界大戦 日本は史上空前の大戦景気に酔う

 ＊海運ブーム⇒船成金の出現

 →勝田銀次郎（勝田汽船）、山下亀三郎（山下汽船）、

 内田信也 （内田汽船）

 ・1918年、米騒動→米買い占めを噂された鈴木商店が焼き打ちされる

 ・1921年、川崎造船所や三菱造船所などの労働者約３万人が労働大争議をおこす

 *1919年､川崎造船所(松方幸次郎社長)では、10時間労働の時代に、 8

時間労働に踏み切る ⇒「八時間労働発祥地之碑」
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（４）昭和時代・戦前

 ・1931年９月１日、区制実施

 →８区（灘・葺合・神戸・湊・湊東・湊西＜兵庫＞・林田・須磨）

 ＊中央区は、

 葺合区（旧葺合村）

 神戸区（旧神戸区の北野町、中宮町、生田宮町、花熊町、神戸町、宇治野町）

 湊東区の一部（旧坂本村）

 ・1933年11月7日8日、第一回みなとの祭

 →主題歌『みなと音頭』…「こうべみなとは まちからまちへ…」

 ・1938年7月、阪神大水害…中央区では生田川・新湊川などが氾濫
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 ・1939年、第二次世界大戦勃発

 ・1941年(S16)、太平洋戦争勃発

 ・1945年(S20)、神戸大空襲

 3月17日の大空襲…Ｂ２９・60機による焼夷弾投下、須磨～元町・三宮・灘被災

 死者2598人、負傷者8558人

 6月5日の大空襲…Ｂ２９・350機、投下弾3000㌧、葺合・生田・灘・須磨が被災

 死者3184人、負傷者5824人、家屋被害5万5368戸



 ・1945年5月1日、区制改革

 →８区から６区へ（灘・葺合・生田・兵庫・長田・須磨）

 ＊中央区は、生田区（神戸区と湊東区のうち旧坂本村の部分が合併）と葺合区に

 ・1945年(S20)8月15日、ポツダム宣言受諾、無条件降伏
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（５）昭和時代・戦後

・1949年、葺合区（旧葺合文化センター）、生田区（現・県神戸総合庁舎）が新庁舎で業務開始

・1951年、市立南蛮美術館開館

・1957年、市役所が現在地に移る

・1963年、ポートタワー竣工

・1965年、さんちかタウン開業

・1966年、ポートアイランド造成工事着工

・1972年、新幹線新神戸駅開業

・1977年、北野町異人館ブーム

・1978年、合区問題協議会設置

・1980年12月1日、中央区発足(葺合・生田区が合区)

・1981年、ポートアイランド竣工

 ・中央市民病院移転新築完成

 ・ポートライナー開業

 ・ポートピア８１開催

・1985年、ハーバーランド起工式

・1987年、区民の花に「ペチュニア」決定

 メリケンパークオープン、神戸海洋博物館開館 19



（６）平成時代・令和時代
・1989年、神戸市制100周年 、昭和から平成へ

・1992年、ハーバーランド 街びらき

・1995年1月17日午前5時46分、阪神・淡路大震災発生

・1995年、第一回神戸ルミナリエ

 ・1998年、東部新都心・HAT神戸 街びらき

・2000年、葺合消防署と生田消防署が統合→中央消防署設立

・2006年、神戸空港完成

・2012年、中央区マスコットキャラクター「かもめん」が誕生

・2019年、5月1日 平成から令和へ

・2020年、新型コロナウイルス パンデミック

 12月1日 区制40周年

・2022年、7月19日 中央区役所新庁舎移転（中央区東町115番地）
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